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ゆ た か な 富 山 県 の 生 物 た ち
植 木 忠 夫
は じ め に
昭 和 3 年 以 来 、 富 山 の 地 に 住 み つ い て 学 ぷ こ と
の で き た 特 異 な 生 物 自 然 を 中 心 に 、 い わ ば 郷 土 自
ま ん と い う べ き も の の 一 端 を 紹 介 い た し ま す 。 こ
れ は 昭 和 37 年 8 月 29 日 、 富 山 市 で 開 催 さ れ ま し た
日 本 生 物 教 育 会 第 17 回 大 会 で 私 が 講 演 い た し ま し
た も の に 、 少 し 新 し い も の を 書 き 加 え た も の で す 。
1  .  富 山 湾
富 山 酒 に は 、 ス ギ の 木 を 主 体 と す る 魚 津 の 埋 没
林 や 、 プ ナ の 木 を 主 体 と す る 四 方 打 出 浜 の 埋 没 林
そ し て 、 世 界 最 古 と い わ れ る ハ ン ノ キ を 主 体 と す
る 入 普 町 吉 原 沖 の 埋 没 林 な ど の 海 底 林 が 有 名 で す 。
ま た 、 富 山 湾 は 、 海 底 谷 と よ ば れ る 深 い 谷 が
海 底 に た く さ ん み ら れ る こ と で も 有 名 な と こ ろ で
す 。 逆 に 、 神 通 川 河 口 東 部 方 而 か ら 北 方 に 向 っ て
神 通 海 底 山 脚 が 突 出 し て い ま す 。 窪 山 湾 の 海 底 は 、
こ の 海 脚 に よ っ て 東 西 の 二 海 区 に 区 分 さ れ て い ま
す 。 大 陸 棚 の 発 達 は 束 海 区 で は 貧 弱 で 、 岸 か ら す
ぐ 深 く な っ て い ま す が 、 西 海 区 で は 、 大 陸 棚 の 発
達 は 良 好 で す 。 さ ら に 富 山 湾 に は 暖 流 の 対 馬 海 流
と 、 寒 流 の リ マ ン 海 流 が 働 き あ っ て 、 生 物 の 分
布 に 大 き な 影 響 を お よ ぽ し て い ま す 。 こ の こ と を
軟 体 動 物 や 甲 か く 類 に つ い て あ て は め て み ま す と 、
西 海 区 に は 南 方 系 の 種 類 が 比 較 的 多 く 東 海 区 に は 、
北 方 系 の 種 類 が 比 較 的 多 い 事 実 が わ か り ま し た 。
私 は 、 水 平 分 布 の 境 界 線 を 仮 定 し 、 こ れ を 、 富 山
県 生 物 学 会 の 恩 人 、 故 菊 池 勘 左 衛 門 先 旅 の 功 絞 を
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図 1 富 山 湾 の 海 底 地 形
讃 え て 菊 池 ラ イ ン と 呼 び 、 H 本 動 物 学 会 で 発 表 し
ま し た (194) 。 し か し 、 こ れ は 、 太 平 洋 に お け る
南 北 両 系 の 生 物 分 布 学 的 培 界 線 の よ う に は っ き り
し た も の で は あ り ま せ ん 。
な お 、 植 物 で も 、 シ ダ 類 や ラ ン 科 植 物 の 調 査 に
よ り 、 公 山 県 内 の 熙 部 ） II か ら 新 潟 県 の 県 埃 付 近 に
菊 池 ラ イ ン の 存 在 す る こ と が 発 表 さ れ て い ま す 。
話 し し ま し ょ う 。 ま ず 、 ホ タ ル イ カ で す が 、 滑 ） I[ 
市 沿 岸 方 面 を 中 心 と す る 一 帯 が 、 産 卵 の た め の 群
遊 地 と し て 天 然 記 念 物 に 指 定 さ れ て い ま す 。  ホ
タ ル イ カ は 富 山 湾 の 深 海 部 に す ん で い て 、 そ こ で
交 尾 し 、 産 卵 の た め 、 沿 岸 部 へ や っ て き ま す 。
発 光 イ カ と し て は 、 ホ タ ル イ カ の ほ か 、 ホ タ ル
イ カ モ ド キ や グ ミ ホ タ ル イ カ な ど の よ う に 自 分 自
身 が 発 光 す る も の と 、 ミ ミ イ カ 、 ダ ン ゴ イ カ 、 ケ
ン サ キ イ カ な ど の よ う に そ れ ぞ れ 専 属 の 発 光 細 歯
を 共 生 さ せ て い る も の な ど が 知 ら れ て い ま す 。  こ
の う ち の グ ミ ホ タ ル イ カ は 、 富 山 誘 だ け に す ん で
い る l司 有 種 で す 。
ま た 、 マ ッ カ サ ウ オ が 、 発 光 菌 の 共 生 に よ る 発
光 魚 で あ る 事 実 は 、 194 年 魚 津 の 水 族 館 で 初 め て
発 見 さ れ ま し た 。
も よ ば れ て い る も の で 、 地 下 水 の 浸 出 が み ら れ る
と い う 特 殊 環 坑 に な っ て い ま す 。
こ こ で は 、 シ ラ
エ ピ （ シ ロ エ ピ 、
ペ ッ コ ウ エ ピ ）
を 多 産 し ま す 。
シ ラ エ ピ は 富 山 攣 ll,11.1)
滸 と 房 州 ・ 駿 河
湾  ・ 相 模 湾 ・ 熊
野 灘 等 だ け に 産 皮 膚 化 え 已 ふ ツ ・
す る め ず ら し い
エ ピ で す 。
200 m 以 深 の
深 海 に は 、 マ ダ
ホ タ ル イ カ の 発 光 器
図 2 ホ タ ル イ カ
ラ 、 ス ケ ト ウ ダ ラ 、 ク マ ガ イ ウ オ 、 ア パ チ ャ ン 、
ク ロ ゲ ン ゲ シ ロ ゲ ン ゲ 、 ト ボ ト ポ ゲ ン ゲ 、 エ ゾ
パ イ の な か ま の オ オ エ ッ チ ュ ウ パ イ 、 ッ パ イ 、 チ
ヂ ミ エ ゾ ホ ラ な ど の 北 方 系 魚 貝 類 を も 産 し ま す 。
ぁ .1,2 .  虻 ヶ 島
虻 ヶ 島 は 面 積 13 1 5 m '、 標 高 7 m 長 径 180m の、
富 山 湾 で は 最 大 の 島 で す 。 石 灰 質 の 砂 質 泥 岩 か ら
な る 第 三 紀 末 期 の 海 成 府 か ら な り 、 サ メ の 歯 （ テ ン
グ ノ ツ メ ） や ホ タ テ ガ イ な ど の 化 石 が み ら れ ま す 。
図 3 蛇 ヶ 島 雌 島 よ り 雄 島 を 望 む
虻 ヶ 品 の 周 辺 は 暖 流 系 の 対 馬 暖 流 と 寒 流 系 の リ
マ ン 海 流 の 影 響 を う け 、 島 上 に も 周 辺 の 海 藻 は も
ち ろ ん 、 動 物 の 中 に も 南 北 両 系 の 動 物 が 見 ら れ ま
す が 、 こ れ に 南 方 系 の 種 類 が 多 く 、 菊 池 ラ イ ン を
う ら づ け る 証 拠 と な る 動 物 が 知 ら れ て い ま す 。 ま
た 、 袖 上 に は 南 方 系 の 大 樹 ツ マ マ （ イ ヌ グ ス ・ タ
の カ エ 雰 ： ： ぷ ラ ご 、 尺 ： ぶ は
植 物 が み ら れ ま す 。
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図 4 虻 ヶ 島 で み ら れ る ウ ミ ウ シ の 4 種  。 左 か ら
A. ヒ メ ミ ド リ ア メ フ ラ シ B .  ア ペ ミ ド リ ガ イ
C. ク ロ ミ ド リ ガ イ D. コ ノ ハ ミ ド リ ガ イ
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ま た 虻 ヶ 島 の 周 辺 の 海 に は 、 軟 体 動 物 の 該 位 滋
（ ウ ミ ウ シ の な か ま ） だ け で も 、 こ こ で 初 め て 発
見 さ れ た 新 種 を も 含 め て 90 余 種 に も お よ ぴ 、 生 物
学 上 重 要 生 物 の 宝 庫 と も い わ れ て い ま す 。
ヒ メ ミ ド リ ア メ フ ラ ン （図 4 - A) は コ ノ ハ ミ ド
-D) と と も に 、 こ の 島 の 特 産 の 新 種
で 、 ま た 非 常 に 希 な 賞 重 種 で す 。 ま た 、 ア ペ ミ ド
リ ガ イ （図 4 -8) の 名 は 、 後 郎 類 研 究 の 指 潟 者 安
部 武 雄 教 諭 に 奉 献 さ れ た 新 種 で あ り 、 ま た ク ロ ミ
ド リ ガ イ （図 4 - C) は 、 そ の 命 名 者 、 馬 場 菊 太 郎
教 授 の 発 見 に な る 新 種 で す 。 い ず れ も 美 し い 竜 宮
城 の 最 観 を み せ て く れ ま す 。
虻 ヶ 島 は 、 ま た 、 風 光 明 媚 な 島 で あ っ て 、 歴 史
上 の 史 跡 で も あ り 、 富 山 県 指 定 の 名 勝 天 然 記 念 物
に な っ て い ま す 。
3. 富 山 県 産 サ ン シ ョ ウ ウ オ 科 の 4 種
「 オ オ サ ン シ ョ ウ ウ オ 」 の 名 を 新 聞 紙 上 な ど で
耳 に す る こ と が あ り ま す が 、 県 内 産 の も の は 、 洪
水 な ど で 、 他 県 か ら 流 れ て き た も の で 、 県 内 産 と
図 5 ク ロ サ ン シ ョ ウ ウ オ （ 海 抜 I m 、 女 良 の 姿 部 落 で
採 集 さ れ た 。 分 布 上 貴 重 な も の ）
図 6 ク ロ サ ン シ ョ ウ ウ オ と モ リ ア オ ガ エ ル の
群 生 地 、 刈 込 池 。
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し て 見 ら れ る も の は 、 次 の 4 種 の 小 型 の サ ン シ ョ
ウ ウ オ 科 の も の で す 。
( 1 ) ク ロ サ ン シ ョ ウ ウ ォ
本 種 は 本 州 の 中 部 か ら 青 森 県 に 分 布 す る 池 沼 型
の 種 で あ っ て 、 県 内 で は 3 ヶ 所 の 産 地 が 判 明 し て
い ま す が 、 立 山 迪 蜂 の 奥 大 日 岳 山 項 (2605 m) 近 く
＂： の 小 池 や 前 述 の 虻 ヶ 島 対 岸 の 姿 海 岸 （ 海 抜 l m) か
ら も 発 見 さ れ て お り 、 そ の 垂 直 分 布 の 著 し く 大 き
い こ と は 注 目 に 価 し ま す 。 お そ ら く こ れ ら の 両 産
地 は サ ン シ ョ ウ ウ オ 類 の 垂 直 分 布 上 、 世 界 最 高 と
最 低 の 記 録 と 思 わ れ ま す 。
(2 ) ヒ ダ サ ン シ ョ ウ ウ ォ
本 州 中 部 の 特 産 種 で あ っ て 、 富 山 県 内 の 埃 流 23
ヶ 所 の 産 地 が 判 明 し て い ま す 。 一 般 に 尾 長 よ り も
胴 長 の 方 が 長 い よ う で す 。
(3 )ハ コ ネ サ ン シ ョ ウ ウ ォ
本 種 は 、 本 州 と 四 国 の 、 山 間 の 溶 存 酸 索 の 多 い
埃 流 の み に 産 卵 し ま す が 、 そ れ は 、 肺 が な く 、 皮
膚 呼 吸 の み に よ る た め で し ょ う 。 富 山 県 内 で は 37
ヶ 所 の 産 地 が 判 明 し て い て 、 後 立 山 迪 峰 の 南 沢 岳
の 埃 流 (260m) に も 多 産 し て い ま す 。
さ て 、 ハ コ ネ サ ン シ ョ ウ ウ オ と 後 述 の オ コ ジ ョ
（ ヤ マ イ タ チ ） の 間 に は 、 ち ょ う ど ネ コ と マ タ タ
ピ の よ う な 関 係 が 存 在 す る ら し く 、 私 も 、 そ の 事
実 を 大 日 乎 付 近 で 発 見 し た こ と が あ り 、 以 前 、 前
穂 邸 岳 で も こ の 事 実 が 雑 誌 「 岳 人 」 120 号 (1959) に
も 記 載 さ れ て い ま す 。
(4) ヒ ノ ピ ウ ス 属 サ ン シ ョ ウ ウ オ の 一 種
198 年 に 、 富 山 市 の 呉 羽 丘 陵 で 、 卵 の 入 っ て い
る 袋 （ 卵 裏 ） が 透 明 、 親 の 体 色 が 暗 褐 色 で あ り 、
前 述 の 3 種 と は 明 ら か に 異 な る サ ン シ ョ ウ ウ オ が
発 見 さ れ ま し た 。 こ れ は 、 京 都 府 の 丹 後 地 方 に 生
息 す る ア ペ サ ン シ ョ ウ ウ ォ 、 東 北 地 方 一 円 に 分 布
す る ト ウ ホ ク サ ン シ ョ ウ ウ オ に 似 て い ま す が 、 ど
の よ う な サ ン シ ョ ウ ウ オ で あ る か は 現 在 研 究 さ れ
て い る と こ ろ で す 。
4 .  タ カ チ ホ ヘ ピ と ア カ ジ ム グ リ
日 本 産 蛇 類 の 珍 種 で あ る タ カ チ ホ ヘ ピ （ セ グ ロ
ヘ ビ ） と ア カ ジ ム グ リ と が 富 山 県 内 に し ば し ば 出
現 し て 話 題 に な っ て い ま す 。
タ カ チ ホ ヘ ピ は 、 婦 負 郡 内 で メ ス (1936) と オ ス
(1960) が 出 現 し ま し た が 、 こ れ ら の 両 椋 本 を 保 存
し て い ま す 。 中 新 川
郡 内 で も 一 匹 採 集 さ
れ て い ま す (1936) 。
ま た 、 ア カ ジ ム グ
リ は 、 立 山 山 項 の 雄
山 神 社 前 で 初 め て 採
集 さ れ ま し た (1956) 。
ま た 、 剣 岳 八 雌 尾 根
(1957) 、 美 松 坂 (1958)
と 、 連 年 採 集 さ れ ま
し た が 、 こ れ ら の 標
本 を も 、 保 存 し て お
り ま す 。 ．  
図 7 ア カ ジ ム グ り
5 .  立 山 称 名 渓 谷 を 中 心 と す る 地 帯 の 哺 乳 類 と 鳥 類
立 山 産 の 哺 乳 類 は 亜 種 を 含 め て 31 種 が 知 ら れ て
い ま す 。 こ の う ち 称 名 添 谷 の 右 岸 、 つ ま り 花 固 岩
質 の 深 成 岩 よ り な る 、 い わ ゆ る 古 い 地 質 の 地 域 に
は ミ ズ ラ モ グ ラ や ヒ メ ヒ ミ ズ な ど の よ う に 、 移 動
カ の 弱 い 原 始 的 な 食 虫 類 が み ら れ ま す が 、 左 岸 の
浴 結 凝 灰 岩 か ら な る 、 い わ ゆ る 新 し い 地 質 の 地 域
に は こ れ ら の 食 虫 類 は み ら れ ま せ ん 。
た だ 、 氷 河 期 に 日 本 へ わ た り 、 立 山 に す み つ い
た と い わ れ る 、 移 動 性 の 強 い 食 虫 類 の ト ガ リ ネ ズ
ミ の な か ま は 、 称 名 埃 谷 源 流 は も ち ろ ん 、 室 棠 乎
や 天 狗 山 の 方 面 に ま で 広 く 分 布 し て お り ま す
瀑 、 称 名 滝 を 中 心 と す る 総 合 学 術 調 査 団 (I 団 長 ・
植 木 忠 夫 ） の 一 行 は 、 称 名 埃 谷 の 中 の 廊 下 、 大 谷
の 出 合 い あ た り の 左 岸 で 、 特 別 天 然 記 念 物 の ニ ホ
ン カ モ シ カ に 出 合 い 、 16 ミ リ の カ ラ ー フ ィ ル ム に
お さ め る こ と が 出 米 た の は 感 激 で し た 。 カ モ シ カ
は 、 県 内 に 相 当 数 の 生 息 が 知 ら れ て い ま す 。
一 方 、 立 山 産 の 島 類 は 亜 種 を ふ く め て 80 余 種 が
記 録 さ れ て い ま す が 、 前 記 総 合 学 術 調 査 団 の 調 査
で、 4 月 29 日 か ら 8 月 27 日 ま で の 間 に 、 留 烏 . i累
島  ・ 夏 ． 烏 あ わ せ て 61 種 の 馬 類 を 確 認 し ま し た 。
こ の う ち 、 亜 窃 山 帯 か ら 高 山 喘 に み ら れ る ホ シ
ガ ラ ス の 巣 が 伏 拝 付 近 と 美 松 坂 付 近 で 発 見 さ れ ま
し た 。  コ ノ ハ ズ ク も 称 名 小 屋 付 近 に す ん で い て 、
あ の は 法 僧 、 、 の 嗚 き 声 を き く こ と が で き ま し た 。
6. ニ ホ ン ラ イ チ ョ ウ
ニ ホ ン ラ イ チ ョ ウ は 最 終 氷 河 期 を 生 き ぬ い た
¥¥ 生 き た 化 石 、 、 と い わ れ 、 特 別 天 然 記 念 物 に 指 定
さ れ て い る 霊 晶 で す 。 ま た 、 日 本 で 初 め て I¥ 県 烏 、1
と し て 指 定 さ れ た の は 、 宮 山 県 の ラ イ チ ョ ウ で 、
昭 和 36 年 1 月 3 日 、 故 吉 田 実 知 車 に よ っ て 指 定 さ
れ た も の で す 。 実 際 、 ラ イ チ ョ ウ の 生 息 数 も 日 本
ー で 、 以 後 、 1:1 本 国 内 各 県 が 、 そ れ ぞ れ 、 県 烏 を
指 定 し ま し た 。
図 8 ラ イ チ ョ ウ
ラ イ チ ョ ウ 科 の 馬 は 世 界 中 で 11 属 1 8 種 約 10 亜
種 に 分 類 さ れ て お リ 、 ニ ホ ン ラ イ チ ョ ウ は そ の 一
亜 種 名 で す 。 ニ ホ ン ラ イ チ ョ ウ は キ ジ 、 ヤ マ ド リ 、
ウ ズ ラ な ど と と も に 北 半 球 の 北 部 の み に す み 、 H
本 は 南 限 に あ た リ ま す 。 ニ ホ ン ラ イ チ ョ ウ は 、 富
山、 長 野 、 岐 阜 3 県 の 県 島 に 指 定 さ れ て い ま す が 、
叫 LI 1  ・ 事ミ が 行 わ れ 、 196 年 に は 人 工 ふ 化 に 成 功 し ま
し た し 、 ま た 、 移 動 ケ ー ジ に よ る 保 護 を も 実 施 し
て 良 好 な 結 果 を 得 ま し た 。 も ち ろ ん 文 部 省 と 晨 林
省 の 許 可 を 得 て 採 卵 な ど は 似 重 に 行 わ れ た も の で
す。 1:1 本 中 で は 約 三 千 羽 が 数 え ら れ て い ま す 。
7. 立 山 山 系 の 湖 沼 に み ら れ る 生 物 た ち
1954 年 の 夏 、 私 た ち 6 名 で 立 山 11J 系 の 湖 沼 群
水 の 化 学
分 析 、 生 物 等 の 調 究 を 行 い ま し た が 、 こ こ で は 生
物 の こ と に つ い て の み 報 告 い た し ま す 。
(1 )  古 刈 込 の 池 の 生 物
悪 蛇 を 刈 り 集 め て こ れ を と じ 込 め た 池 と い う 意
味 で 「 狩 込 の 池 」 と も い い ま し た 。 昔 、 湖 沼 で あ
と "'っ た 跡 が 湿 地 帯 の 湖 趾 と し て 、 松 尾 峠 の 111 腹 に あ
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り ま す 。
こ の 池 の 表 層 部 の 土 の 中 に は 種 子 植 物 や 蔵 卵 器
ヘ A Li 植 物 の 根 に 混 っ て 、 珪 涵 類 ・ 鞭 毛 類 ・ 黄 金 藻 な ど
の さ ま ざ ま な 藻 類 が み ら れ ま す 。 第 2 層 、 第 3 層
に も こ れ ら と 違 っ た 各 種 の 珪 藻 が 、 そ れ ぞ れ 見 ら
れ ま し た が 、 種 名 は 略 し ま す 。
(2 )  刈 込 池 と 新 湯 地 獄 の 生 物
刈 込 池 の プ ラ ン ク ト ン に は ホ ロ ミ ジ ン コ 、 ハ リ
ナ ガ ミ ジ ン コ 、 シ カ ク ミ ジ ン コ 他 一 種 が 判 明 し ま
し た が 、 新 湯 地 獄 は 温 度 が 高 く 、 強 酸 性 で 、 生 物
の す み か と し て は 不 適 当 な と こ ろ で す 。
図 9 新 湯 地 獄
(3 ) 松 尾 池
立 山 温 泉 の 少 し 上 方 に あ る 松 尾 池 は 、 ー 名 ド ジ
ョ ウ 池 と い い ま す が 、 ド ジ ョ ウ は 全 然 い ま せ ん 。とう ,., ,,,. ら，＂
動 物 性 プ ラ ン ク ト ン と し て は 撓 脚 類 と 輪 虫 類 、 植
物 性 プ ラ ン ク ト ン 2 種 を 産 し ま す 。 ま た 、 ニ ジ マ
ス が 飼 育 さ れ て い ま し た 。
' t  ,:, 
(4 )  多 枝 原 池 の 生 物
立 山 温 泉 か ら 南 方 約 4 km の 地 点 に あ る 多 枝 原 池
か ら は 動 物 性 プ ラ ン ク ト ン が 4 種 、 特 に 撓 脚 類 は.、 ,. ' 1 ,.,, 抵 的 に 多 く 、 ほ か 輪 虫 2 種 、 鞭 毛 虫 1 種 が 見 ら れ
ま す 。 植 物 性 プ ラ ン ク ト ン は 18 種 が 見 ら れ ま し た
が 特 に 珪 藻 が た く さ ん み ら れ ま し た 。
こ の ほ か 、 湖 水 内 に は ク ロ サ ン シ ョ ウ ウ オ な ら
ぴ に 放 流 さ れ た
フ ナ が 生 存 し て
い ま す 。 ま た 、
湖 周 辺 の 樹 木 の
枝 に は モ リ ア オ
ガ エ ル の 卵 塊 が
た く さ ん み ら れ
ま し た 。 図 10 モ リ ア オ ガ エ ル
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(5) 地 獄 谷 と 地 獄 谷 温 泉 の 生 物
室 堂 平 で は 、 湖 沼 堆 積 物 の 中 に 3 種 の 珪 藻 が 見
ら れ ま し た 。
(6) ミ ク リ ガ 池 と ミ ド リ ガ 池 の 生 物
ミ ク リ ガ 池 は 、 古 く か ら 立 山 信 仰 の 霊 場 と し て
数 え ら れ 、 神 聖 視 さ れ て い た の で す が 、 こ の 禁 断
の 湖 沼 に 初 め て 科 学 的 調 査 を 試 み た の は 中 村 道 太
郎 (1926) で 、 そ の 後 25 ヶ 年 間 と い う も の は 、 全
く こ れ ら の 両 湖 に 科 学 の メ ス を 加 え る も の は あ り
ま せ ん で し た 。 し か し 、 幸 い 1952 年 7 月 下 旬 、 立
山 の 浄 土 山 頂 (287m) に 富 山 大 学 立 山 研 究 所 が 開
設 さ れ ま し た の で 、 こ こ を ペ ー ス と し て 、 立 山 を
科 学 す る 研 究 課 題 と 取 り 組 む こ と が で き る よ う に
な り ま し た 。 特 に 、 艇 長 4 m の ゴ ム ポ ー ト を 浮 か
ペ 、 陸 水 学 的 諸 条 件 に つ い て も い ろ い ろ な 調 査 を
試 み 、 生 物 た ち を 調 ぺ る こ と が で き ま し た 。
ミ ク リ ガ 池 の 周 囲 沿 岸 帯 の 上 部 の 地 形 は 45-70
度 の 急 傾 斜 を 示 し 、 上 部 は 安 山 岩 質 か ら な り 、 束
北 側 に は ハ イ マ ツ の 群 落 の 下 に コ ケ モ モ の 群 叢 が
見 ら れ 、 南 側 に は ハ イ マ ッ 、 ミ ネ ズ オ ウ 、 イ ワ イ
チ ョ ウ 等 が 繁 茂 し て い ま す 。 西 側 は 例 年 雪 i笑 が 最
後 に 融 解 す る と こ ろ で 、 岩 は だ が 露 出 し て い ま す 。
沿 岸 帯 は 含 l欠 l雲 複 罪 石 安 山 岩 の 岩 塊 と そ の 粗 礫 ．
細 礫 な ど か ら 成 り 、 挺 水 植 物 は 全 く み ら れ ま せ ん 。
池 の 南 側 の 岩 塊 を 裏 返 し て み ま す と 、 プ ラ ナ リ
ア や カ ワ ゲ ラ 、 ト ピ ケ ラ な ど の 幼 生 、 イ サ ゴ ム シ 、
ヒ メ ゲ ン ゴ ロ ウ ム シ 、 コ セ ア カ ア メ ン ポ 、 ユ ス リ
カ の 幼 生 な ど が 見 ら れ ま し た 。 沿 岸 帯 の 岩 石 は 、
一 般 に 、 生 物 の 生 息 を 増 大 さ せ る も の の よ う で す
が 、 こ の 両 湖 、 特 に ミ ク リ ガ 池 に お い て 生 物 が 祉
喜：
ffi I ~ 
I   4  
2 ~ " ~: 0  匹 40 テ ィ キ ュ ラ ＇ ） アμ  9 ピ ニ ュ ラ リ ア ポ レ ア
リ ス
ID ピ ニ ュ ラ リ ア ボ レ ア リ ス （ フ レ ビ コ ス タ ー タ 変 橿 ）
＂ ビ ニ ュ ラ リ ア ミ ク ロ ス ク ル ロ ン （ デ ィ ミ ニ ュ ー タ 品 檀 ）
12 ス タ ウ ロ ネ イ ス ア ン ケ プ マ
1 3 エ リ ノ チ ア ル ナ リ ア
， ， ＝ ミ ク ロ ン = l u の !4, ヽ
図 II ミ ク リ ガ 池 の 珪 藻 （ 市 ） II渡 、 1937)
的 に も 甚 た 少 な い の は 、 低 水 温 に 原 困 す る も の と
思 わ れ ま す 。
ミ ド リ ガ 池 の 周 囲 に は 、 イ ワ イ チ ョ ウ の 群 落 が
目 立 ち 、 時 に 沿 岸 帯 の 北 側 や 北 西 部 に 排 水 口 が あ
り 、 湖 水 が ミ ク リ ガ 池 に 流 出 し て い て 、 ブ ラ ナ リ
ア や カ ワ ゲ ラ 、 ト ピ ケ ラ の 幼 生 が い ま し た 。 ミ ド
リ ガ 池 の 湖 面 に は コ セ ア カ ア メ ン ポ や マ メ ゲ ン
ゴ ロ ウ が 泳 い で い る の が み ら れ ま し た 。 ミ ク リ
ガ 池 に 比 ぺ 、 生 物 の 個 体 数 祉 が 比 較 的 多 い の は 、
湖 底 が 浅 い の で 平 均 水 温 が 高 く 、 プ ラ ン ク ト ン や
有 機 物 質 が 豊 か な こ と が 理 由 と 思 わ れ ま す 。 （ 最
大 深 度 は ミ ク リ ガ 池 で 15 .2m 、 ミ ド リ ガ 池 は
m )。 ま た 、 両 湖 と も 周 辺 に ヒ キ ガ エ ル が み ら ; .  
す。
両 湖 に み ら れ る 動 物 プ ラ ン ク ト ン は マ ル ミ ジ ン
コ や ヤ ツ ナ ギ が よ く 見 ら れ 、 ハ リ ナ ガ ケ ン ミ ジ ン
コ 、 ミ ジ ン コ 、 シ カ ク ケ ン ミ ジ ン コ 、 キ ク ロ ブ ス
・ ピ チ ヌ ス 等 が 見 ら れ ま し た 。 ま た ミ ク リ ガ 池 の
湖 底 泥 の 中 か ら は 13 種 の 珪 藻 類 が 知 ら れ て い ま す
が 、 学 名 は 省 略 し ま す （ 図 1) 。
と こ ろ で 、 195 年 7 月 30 日 に は 、 ミ ク リ ガ 池 に
浮 か ぷ 雪 筏 上 で 、 タ テ ヤ マ ト ガ リ ネ ズ ミ （ シ ロ ウ マ
ト ガ リ ネ ズ ミ ） と い う 珍 し い モ グ ラ の な か ま が 発 見 、
さ れ ま し た 。 本 種 は 体 長 10cm で 、 胴 部 よ り も 尾 部
が や や 長 く 、 歯 が 赤 い の が 特 徴 で す 。 そ の 後 、 後
立 山 で は 5 頭 発 見 さ れ て い ま す 。
(7) ス ズ リ ガ 池
ス ズ リ ガ 池 は 立 山 三
山 の 一 つ 別 山 (285 m )  
の 項 上 近 く の 281 m に
あ り 、 日 本 で は 二 番 め
の 嵩 度 に あ る 湖 沼 で す 。
年 中 ほ と ん ど 宙 で お お
ジ ン コ (M oraria tae-
ya m an) が 20 個 体 発 見
図 12 タ テ ヤ マ ケ ン ミ ジ ン コ
M oraria sp. (t) 腹 面 図
（ 佐 伯 泰 正 、 1954 )
＇ 
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さ れ ま し た 。 （ 採 集 者 、 佐 伯 泰 正 ） 。 体 長 40~60 ミ
ク ロ ン 、 す な わ ち 1 m の 半 分 ほ ど の 徴 小 な も の で す 。
8 .  立 山 山 系 で み ら れ る 鳥 獣 た ち
立 山 山 系 の 鳥 類 は 約 80 種 が 知 ら れ て い ま す 。 そ
の う ち で も ホ シ ガ ラ ス 、 キ セ キ レ イ 、 ヤ プ サ メ 、
ウ グ イ ス 、 シ ジ ュ ウ カ ラ 、 ヒ ガ ラ 、 キ ピ タ キ 、  オ
オ ル リ 、 メ ポ ソ ム シ ク イ 、 コ ル リ 、 イ ワ ヒ パ リ 、
カ ヤ ク グ リ 、 イ ワ ッ パ メ 、 ア カ ゲ ラ 、 ホ ト ト ギ ス 、
ラ イ チ ョ ウ が 特 に 俊 勢 な 種 と し て あ げ ら れ る で し
ょ う 。 昭 天 の 時 の 美 女 平 の 上 方 の プ ナ の 原 生 林 は
ぞ ‘ よ り ご 汀 唸 ー ご ‘ 竺
し 、 登 山 パ ス の 排 気 ガ ス や 騒 音 の た め 、 年 々 小 鳥
た ち が 減 っ て い る こ と は 悲 し い こ と で す 。
獣 類 は 23 種 が 知 ら れ て お り 、 特 に 小 型 の 種 類 に
特 異 な も の が 多 い の が 特 徴 で 、 主 な も の は ホ ン ド
ウ サ ギ コ ウ モ リ 、 ア ズ ミ ト ガ リ ネ ズ ミ 、 タ テ ヤ マ
ト ガ リ ネ ズ ミ 、 ア カ イ シ ト ガ リ ネ ズ ミ 、  ヒ メ ヒ ミ
ズ 、 ホ ン シ ュ ウ ヒ ミ ズ 、 シ ナ ノ ミ ズ ラ モ グ ラ 、  ホ
ン ド キ ツ ネ 、 ホ ン ド タ ヌ キ 、 ホ ン ド イ タ チ 、 ホ ン
ド テ ン 、 ホ ン ド オ コ ジ  ョ 、 ヤ マ ネ 、 ニ イ ガ タ ヤ チ
ネ ズ ミ 、 カ ゲ ネ ズ ミ 、 ホ ン ド ス ミ ス ネ ズ ミ 、 ホ ン
ド ア カ ネ ズ ミ 、 ホ ン ド ヒ メ ネ ズ ミ 、 ホ ン ド ハ タ ネ
ズ ミ な ど が お り ま す 。 ま た ホ ン ド ド プ ネ ズ ミ が 浄
土 山 項 の 腐 山 大 学 立 山 研 究 所 や 室 堂 小 屋 な ど に も
出 現 し ま し た 。 そ の 他 、 ノ ウ サ ギ 、 エ チ ゴ ノ ウ サ
●  ‘ ＿ ニ ホ ン ザ ル 等 も み ら れ ま す 。
プ ロ フ ィ ー ル
植 木 忠 夫 （ う え き た だ お ） 氏
明 治 32 年 1 月 9 日 、 大 分 県 別 府 市 生 ま れ 。 束 北 大 学 理 学 部 生 物 学 科 を 卒 業 の 後 、 旧 制
富 山 高 等 学 校 教 授 、 富 山 大 学 教 授 、 富 山 女 子 短 期 大 学 教 授 な ど を 歴 任 、 ま た 富 山 県 教 育
委 貝 会 委 員 長 、 立 山 ・ 称 名 滝 総 合 学 術 団 々 長 等 を 経 て 、 現 在 は 、 富 山 大 学 名 抒 教 援 、 立
LI 」 辿 l條 の 自 然 を 守 る 会 ・ 富 山 県 野 島 保 護 の 会 ・ 富 山 県 動 物 生 態 研 究 会 、 冬 山 霜 烏 生 態 研
究 会 等 の 名 巻 会 長 。
生 物 界 全 体 に 、 造 詣 が 深 い も の の 、 セ ク シ ャ ル ビ ヘ ー ビ ア （ 性 行 動 ） は 特 に 深 く 研 究
を さ れ 、 性 教 育 の 面 で も 活 躍 中 。 ま た 、 旺 盛 な 探 究 心 の も ち 主 で 、 サ ナ ダ ム シ と い う 寄
生 虫 見 た さ に 、 卵 を の み 、 先 生 の お 版 で 大 き く 育 て ら れ 、 し か る 後 、 お 尻 か ら お お き く 成
長 し た サ ナ ダ ム シ が 出 て く る の を み て 歓 喜 し た 話 は あ ま り に も 有 名 。
若 々 し い 情 熱 は 85 歳 を す ぎ た 今 も 衰 え を 知 ら ず 、 目 と 耳 が 幾 分 不 自 由 に な っ た 今 、 そ
の 声 は ま す ま す 、 大 き く な っ て き た と い わ れ て い る 。
図 13 ヤ マ ネ 。 筆 者 の 頭 の 上 で 糞 を し て い る と こ ろ
特 に 、 以 上 の 中 で 、 ヤ マ ネ は 、 げ っ t!t 甘 に 属 し 、
ー 科、 一 ／属、 一 種 の ヤ マ ネ 科 、 ヤ マ ネ 属 の 世 界 的
珍 種 で 、 い わ ゆ る コ ウ モ リ 型 の 冬 眠 を す る の で 有
名 で す 。
私 は 、 八 尾 町 の 名 山 、 白 木 経 の プ ナ 林 で 採 集 さ
れ た 1 頭 を 、 研 究 の た め 、 県 当 局 の 飼 育 許 可 証 を
も ら い 、 昭 和 42 年 10 月 31 日 か ら 同 45 年 秋 ま で 、 満
3 ヶ 年 間 自 宅 で 飼 育 し た こ と が あ り 「 ヤ ッ チ ャ ン j
と い う 名 前 を つ け て い ま し た 。
ヤ マ ネ は 夜 行 性 動 物 で 、 昼 間 は 、 は と ん ど 眠 っ
て い ま す 。 ヒ マ ワ リ の 実 が 大 好 物 で 、 実 を ポ リ ポ
リ と 割 っ て 、 中 の 柔 ら か い と こ ろ だ け 食 べ ま す 。
牛 乳 も ス ポ イ ト で や る と チ ュ ウ チ ュ ウ の み ま し た 。
冬 眠 を す る の で す が 、 私 の 足 音 を 聞 き ま す と 、 す
ぐ め ざ め 、 私 の 体 を 運 動 場 に し て 仲 よ く 遊 ん で く
れ 、 い ろ い ろ の 実 験 を す る こ と が で き ま し た 。  上
の 写 真 は 私 の 頭 上 で 糞 を し て い る 最 中 で す 。
